
























































































































































































































































































































































































授業中のきさら ・ せいな • あかねの発言からも，自
分のよいと ころを友達に言ってもらい， 自分のよさに
目をむける心地よさを実感できたことが感じ取れる。
同時にこれまで意識していなかった自分のよさにも気
付くことができたと考える。ゆうじや，れおは， 「言っ
てもらったことを続けたい」や「もっと増やしたい」
と発言している。ゆうじは，その理由に「1個しかな
いから続けないといいところがなくなってしまうから」
という否定的な発言をしているが，友達に言ってもら
ったからこそ，その自分のよさを大事にしていきたい
と思えたのではないかと考える。また，れおの増やし
たい理由としては「ありがとうとかお母さんに言って
もらえるから」と発言している。生活科 「えがお大作
戦」呪受業で，お手伝いをして，お家の人から「あり
がとう」や「すごい」の言葉を掛けてもらってきてい
る。友達によさを言ってもらって， 自分のよさを友達
から認めてもらった喜びと，お家の人から自分の頑張
りを認めてもらった喜びとが重なり，「もっとふやした
い」という思いをもつことができたのではないかと考
える。
振り返りの記述（固4)からも，友達によいところ
を言ってもらった時の心地よさや，よいところに目を
向けることの心地よさを感じることができたことが読
み取れる。また，「これからもっとその良さを伸ばした
い」「増やしたい」などの記述は，よいところを友達に
言ってもらい，その心地よさを感じることができたか
「道徳科¢沖受業において，指導のねらいに即し，徳
的行為に関する体験的学習を効果的に取り入れること
によって，子ども自身が道徳的圏直を自分事として実
感することができ， 自己の生き方について考えを深め
ることができるであろう」という研究仮説のもと，2つ
の授業「ハムスターの赤ちゃん」「ぼくのこと きみの
こと」の実践に取り組んteo
2つ磯業の考察からも，道徳的行為に関する体験
的な学習を取り入れる工夫は， 子ども自身が道徳的価
値を実感することができ，自分とのかかわりで考える
ことができたといえる。また，自分とのかかわりで考
えることができたことで，振り返りにおいても，自分
事としての振り返りができた3 つまり ，道徳的行為に
関する体験的な学習をねらいに応じて取り入れること
は， 自己の生き方についても考えを深めやすいといえ
る。
しかし，道徳的行為に関する体験的な学習の中には，
本研究で扱ったような体験的な学習以外にも，劇化 ・
動作化 ・役割演技等を取り入れた学習も含まれる。今
後は，それらを取り入れる学習の工夫についても研究
を行い，子どもたちが自分とのかかわりで考え， 自己
の生き方について考える道徳の授業を探っていきたい。
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